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パルコ皮膜の断面構造

パルコ処理品（熱処理後）の耐酸性

パルコ処理品（熱処理後）の高温摩耗特性

加工事業本部
TEL:03-3278-4466　FAX:03-3278-4580　E-mail  kakou@parker.co.jp

パルコ処理
国内初となる複合めっき技術国内初となる複合めっき技術
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パルコ処理品の特長
① 優れた高温（400℃～）耐摩耗性
② 優れた耐食性、耐酸性
③ 高温下（～900℃）においてもHmv400以上の硬度を維持

高温耐摩耗・耐酸コバルト複合めっき高温耐摩耗・耐酸コバルト複合めっき

コバルトマトリックスに炭化クロム（Ｃｒ３Ｃ2）
を分散させ高温腐食環境下において著しい
摺動パフォーマンスを発揮します。

表面の黒色化は認められず、またPALCo処理膜の重量減少率は10%以下と良好

凝着摩耗を抑え、高温での耐摩耗性を維持

摩擦熱により、接触面にガラス状の酸化コ
バルト層を生成
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試験液…pH 2.3

試験条件…・80±2℃×14day
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耐食性の大幅な向上
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航空機・一般産業・船舶用ガスタービ
ンエンジン部品、ターボチャージャー
部品、ロケット関連部品、発電機用ガス
タービン

Cr3C2が一部固溶し、Co-Cr合
金化マトリックスを形成する。

強固な密着性

基材の表面近傍ではCが内部へ
拡散、炭化クロムを生成する。
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